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は
じ
め
に
明
治
期
以
降
に
成
立
し
た
近
代
日
本
語
に
お
け
る
口
語
文
体
（
言
文
一
致
体
）
の
特
徴
と
し
て
、
主
語
の
明
示
化
・
多
用
化
と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
挙
げ
ら
れ
る
（
古
田
他
一
九
六
五
）。
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
主
語
と
し
て
無
生
物
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
無
生
物
を
主
語
と
し
た
受
身
文
や
他
動
詞
文
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
（
遠
藤
一
九
七
七
）（
金
田
一
一
九
八
一
）
な
ど
が
、
欧
文
翻
訳
の
影
響
を
受
け
た
近
代
日
本
語
の
口
語
文
体
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
無
生
物
の
主
語
を
も
つ
受
身
文
や
他
動
詞
文
が
、
実
際
に
著
さ
れ
た
近
代
日
本
語
の
口
語
文
体
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
出
現
し
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
解
明
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
明
治
期
に
著
さ
れ
た
近
代
日
本
語
の
口
語
文
体
に
お
い
て
、
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
と
い
う
実
態
を
、
具
体
的
な
用
例
の
調
査
を
も
と
に
検
証
し
て
み
る
。
そ
し
て
、
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
の
形
成
が
、
近
代
日
本
語
の
文
体
に
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
を
考
察
す
る
。
調
査
の
資
料
と
し
て
は
、
西
田
幾
多
郎
の
『
善
の
研
究
』
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。『
善
の
研
究
』
は
、
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
出
版
さ
れ
た
日
本
人
に
よ
る
最
初
の
哲
学
書
で
あ
り
、「
で
あ
る
」
と
い
う
文
末
形
式
を
も
つ
口
語
文
体
で
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
は
、『
善
の
研
究
』
の
文
章
か
ら
、
無
生
物
の
主
語
が
あ
る
他
動
詞
表
現
を
対
象
に
、
用
例
を
採
取
す
る
。
こ
れ
に
は
受
動
表
現
も
含
め
る
。
分
析
の
方
法
と
し
て
は
、
文
の
構
造
と
語
彙
の
意
味
と
の
二
つ
の
観
点
か
ら
お
こ
な
う
。
文
の
構
造
に
よ
る
分
析
で
は
、
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
が
、
一
文
に
お
け
る
構
造
上
の
ど
の
よ
う
な
部
分
に
出
現
し
て
い
る
か
を
観
察
す
る
。
語
彙
の
意
味
に
よ
る
分
析
は
、
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
を
つ
く
る
語
彙
が
、
意
味
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
を
示
し
て
い
る
か
を
把
握
す
る
。
な
お
、『
善
の
研
究
』
に
お
け
る
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
の
特
徴
を
理
解
す
る
た
め
に
、
言
文
一
致
体
成
立
以
前
の
思
想
書
と
の
比
較
を
お
こ
な
う
こ
と
に
す
る
。
福
澤
諭
吉
『
學
問
の
す
ゝ
め
』（
明
治
五
～
九
（
一
八
七
二
～
一
八
七
六
）
年
）
と
西
周
『
百
一
新
論
』（
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
）
を
取
り
上
げ
て
、
同
様
の
調
査
を
す
る
。『
學
問
の
す
ゝ
め
』
は
漢
文
訓
読
調
の
文
語
文
体
、『
百
一
新
論
』
は
言
文
一
致
体
成
立
以
前
の
口
語
文
体
で
あ
る
。
結
論
と
し
て
は
、『
善
の
研
究
』
に
お
け
る
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
は
、
文
の
構
造
か
ら
み
る
と
、
複
文
主
節
や
複
文
従
属
節
の
名
詞
節
に
多
く
出
現
す
る
。
語
彙
の
意
味
で
は
、
主
語
の
無
生
物
の
内
容
と
し
て
、
抽
象
的
関
係
を
示
明
治
期
の
近
代
口
語
文
体
に
お
け
る
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
に
つ
い
て
―
西
田
幾
多
郎
『
善
の
研
究
』
を
も
と
に
―
田
　
　
口
　
　
久
美
子
― ―50
す
名
詞
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、『
善
の
研
究
』
に
お
け
る
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
で
は
、「
で
あ
る
」
と
い
う
文
末
形
式
と
と
も
に
、
抽
象
的
な
概
念
を
論
理
的
に
表
現
し
、
そ
の
対
象
を
客
観
的
に
説
明
す
る
思
考
の
文
体
が
創
造
さ
れ
た
こ
と
を
論
ず
る
。
一　
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
本
稿
で
調
査
の
対
象
と
す
る
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
に
つ
い
て
、
受
動
表
現
も
含
め
、
規
定
す
る
。
一
―
一
　
無
生
物
の
主
語
本
稿
で
は
、
主
語
と
は
述
語
が
表
わ
す
動
作
・
作
用
の
主
体
、
あ
る
い
は
性
質
・
状
態
・
関
係
な
ど
の
帰
属
す
る
主
体
を
示
す
文
の
成
分
で
あ
る
と
考
え
る
（
北
原
二
〇
〇
七
）。
形
態
的
に
は
、「
Ｘ
ガ
」
に
当
た
る
も
の
を
主
語
と
す
る
。
尾
上
（
二
〇
〇
四
）
に
よ
る
と
、
日
本
語
の
主
語
を
形
態
論
的
観
点
に
お
い
て
規
定
し
よ
う
と
す
れ
ば
、「
名
詞
＋
格
助
詞
」
の
格
形
態
が
「
Ｘ
ガ
」
と
な
る
、
「
ガ
格
に
立
つ
項
（
ガ
格
項
・
主
格
項
）
が
主
語
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
名
詞
項
に
係
助
詞
や
副
助
詞
が
下
接
し
た
と
き
に
、
格
助
詞
が
表
面
上
消
え
る
場
合
も
含
ま
れ
る
。
つ
ま
り
「
Ｘ
ハ
」「
Ｘ
モ
」「
Ｘ
サ
エ
」
な
ど
も
、「
ガ
格
に
立
つ
項
」
と
し
て
主
語
と
考
え
る
。
名
詞
項
に
は
、
複
合
名
詞
も
含
め
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
複
文
の
場
合
、
主
節
の
「
Ｘ
ガ
」
と
と
も
に
従
属
節
の
「
Ｘ
ガ
」
も
主
語
と
考
え
て
、
調
査
の
対
象
と
す
る
。
無
生
物
と
い
う
の
は
、
生
物
で
は
な
い
も
の
と
す
る
。
本
稿
で
は
、
具
体
的
な
事
物
の
ほ
か
、
抽
象
的
な
観
念
や
関
係
を
表
わ
す
言
葉
も
対
象
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
拡
大
し
て
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
り
、
事
柄
を
表
わ
す
よ
う
な
節
で
あ
っ
て
も
、
主
語
に
相
当
す
る
場
合
は
調
査
の
対
象
と
す
る
。
一
―
二
　
他
動
詞
表
現
一
般
に
、
動
詞
に
は
、
自
動
詞
と
他
動
詞
が
区
別
さ
れ
る
。
自
動
詞
は
そ
の
主
体
自
身
の
働
き
で
あ
り
、
他
動
詞
は
客
体
に
対
し
て
の
働
き
か
け
で
あ
る
と
い
え
る
。
他
動
詞
文
に
お
け
る
客
体
と
は
、
述
語
が
表
わ
す
動
作
・
作
用
の
対
象
で
あ
り
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
客
語
と
い
う
こ
と
に
す
る
（
北
原
二
〇
〇
七
）。
形
態
的
に
は
、
名
詞
に
格
助
詞
「
ヲ
」
が
つ
い
て
、「
Ｙ
ヲ
」
と
示
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
主
語
「
Ｘ
ガ
」
が
あ
っ
て
客
語
「
Ｙ
ヲ
」
を
と
る
、
「
Ｘ
ガ
Ｙ
ヲ
…
す
る
」
と
い
う
他
動
詞
表
現
で
、
主
語
の
「
Ｘ
」
部
分
に
無
生
物
が
当
て
ら
れ
て
い
る
も
の
を
調
査
の
対
象
と
す
る
。
他
動
詞
に
つ
い
て
は
、
複
合
動
詞
・
借
用
動
詞
も
含
め
て
考
え
る
（
益
岡
・
田
窪
一
九
九
二
）。
複
合
動
詞
に
は
、
連
用
形
複
合
動
詞
と
テ
形
複
合
動
詞
が
あ
る
。
借
用
動
詞
と
は
、
漢
語
や
洋
語
が
名
詞
の
形
で
日
本
語
に
入
っ
て
来
る
際
、
そ
れ
を
動
詞
と
し
て
使
う
た
め
に
、
形
式
動
詞
の
「
す
る
」
が
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る⑴
。
複
合
動
詞
・
借
用
動
詞
と
も
に
、
自
動
詞
と
他
動
詞
の
区
別
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
ど
ち
ら
に
つ
い
て
も
「
Ｙ
ヲ
」
と
い
う
客
語
を
と
る
他
動
詞
の
表
現
が
調
査
の
対
象
で
あ
る
。
一
―
三
　
受
動
表
現
本
稿
で
は
、
調
査
の
対
象
で
あ
る
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
に
、
受
動
表
現
も
含
め
て
考
え
る
。
動
作
の
主
体
の
立
場
か
ら
述
べ
る
能
動
文
に
対
し
、
動
作
の
客
体
の
立
場
か
ら
述
べ
る
の
が
受
動
文
で
あ
る
。
受
動
文
は
、
動
作
の
対
象
で
あ
る
客
体
が
主
語
の
位
置
を
占
め
、
述
語
動
詞
は
受
動
（
受
身
）
の
文
法
的
な
形
式
を
と
る
（
村
上
二
〇
一
四
）。
述
語
の
他
動
詞
の
受
動
形
（
受
身
形
）
は
、
子
音
動
詞
の
場
合
は
「
基
本
形
語
幹
＋areru
」
の
形
態
で
あ
り
（
例
え
ば
「
書
く
」
で
あ
れ
ば
、「kak
＋areru
」
で
「
書
か
れ
る
」）、
母
音
動
詞
の
場
合
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は
「
語
幹
＋rareru
」
の
形
態
と
な
る
（
例
え
ば
「
食
べ
る
」
で
あ
れ
ば
、「tabe
＋rareru
」
で
「
食
べ
ら
れ
る
」）（
益
岡
・
田
窪
一
九
九
二
）。
本
稿
で
は
、
動
作
の
客
体
が
主
語
と
な
る
受
動
表
現
の
う
ち
、
そ
の
主
語
に
無
生
物
が
当
て
ら
れ
て
い
る
も
の
が
調
査
の
対
象
で
あ
る
。
二　
資
料
調
査
の
資
料
と
し
て
は
、
西
田
幾
多
郎
の
『
善
の
研
究
』
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。『
善
の
研
究
』
は
、
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
弘
道
館
か
ら
出
版
さ
れ
た
、
日
本
人
に
よ
る
最
初
の
哲
学
書
で
あ
る
。
そ
の
文
体
は
、
こ
の
時
期
に
成
立
し
た
「
で
あ
る
」
と
い
う
文
末
形
式
を
も
つ
口
語
文
体
で
あ
る
。
本
稿
は
、
近
代
口
語
文
体
で
著
さ
れ
た
『
善
の
研
究
』
に
お
い
て
、
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
の
実
態
を
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
特
徴
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
以
前
の
日
本
語
の
文
章
で
み
ら
れ
る
同
様
の
表
現
を
ふ
ま
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
言
文
一
致
体
成
立
以
前
の
、
明
治
初
期
に
著
さ
れ
た
思
想
書
と
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
福
澤
諭
吉
『
學
問
の
す
ゝ
め
』（
明
治
五
～
九
（
一
八
七
二
～
一
八
七
六
）
年
）
と
西
周
『
百
一
新
論
』（
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
）
を
取
り
上
げ
て
、
あ
わ
せ
て
同
様
に
調
査
を
お
こ
な
う
。『
學
問
の
す
ゝ
め
』
は
漢
文
訓
読
調
の
文
語
文
体
で
あ
り
、『
百
一
新
論
』
は
言
文
一
致
体
成
立
以
前
に
な
さ
れ
た
口
語
文
体
で
、「
ゴ
ザ
ル
」
と
い
う
文
末
形
式
が
み
ら
れ
る
。
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
ど
の
資
料
も
全
文
は
長
大
で
あ
る
の
で
、
便
宜
上
、
各
々
約
一
万
字
を
そ
の
範
囲
と
し
た
。
一
万
字
を
超
え
た
と
こ
ろ
の
章
段
ま
で
を
区
切
り
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、『
善
の
研
究
』
は
第
二
編
第
一
章
～
第
三
章⑵
、『
學
問
の
す
ゝ
め
』
は
初
編
～
三
編⑶
、『
百
一
新
論
』
は
巻
之
上⑷
を
調
査
の
範
囲
と
し
た
。
三　
分
析
の
方
法
調
査
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
お
い
て
、
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
（
受
動
表
現
を
含
む
）
を
対
象
に
、
用
例
を
採
取
す
る
。
そ
の
用
例
は
、
文
の
構
造
と
語
彙
の
意
味
と
の
二
つ
の
観
点
か
ら
分
析
を
お
こ
な
う
。
三
―
一
　
文
の
構
造
に
よ
る
分
析
採
取
し
た
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
が
、
一
文
に
お
け
る
構
造
上
の
ど
の
よ
う
な
部
分
に
出
現
し
て
い
る
か
を
分
析
す
る
。
そ
の
前
提
と
な
る
文
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
益
岡
（
一
九
九
七
）
の
論
考
を
も
と
に
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
文
は
、「
単
文
」
と
「
複
文
」
に
分
け
ら
れ
る
。
「
複
文
」
は
複
数
の
節
で
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
文
と
し
て
独
立
で
き
る
「
主
節
」
と
他
の
節
に
依
存
す
る
「
従
属
節
」
と
が
あ
る
。「
従
属
節
」
は
、
名
詞
の
性
格
を
持
つ
も
の
を
「
名
詞
節
」、
名
詞
を
修
飾
す
る
も
の
を
「
連
体
（
修
飾
）
節
」、
述
語
や
主
節
全
体
を
修
飾
す
る
も
の
を
「
連
用
（
修
飾
）
節
」、
主
節
と
対
等
な
関
係
の
意
味
内
容
を
持
つ
も
の
を
「
並
列
節
」
と
四
分
類
す
る
。
本
稿
で
調
査
の
対
象
と
す
る
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
は
、
節
に
当
た
る
。
し
た
が
っ
て
、
節
と
い
う
構
成
要
素
を
基
準
に
し
て
み
る
と
、
文
は
、「
単
文
」・
「
複
文
・
主
節
」・「
複
文
従
属
節
・
名
詞
節
」・「
複
文
従
属
節
・
連
体
節
」・「
複
文
従
属
節
・
連
用
節
」・「
複
文
従
属
節
・
並
列
節
」
に
区
分
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
分
析
の
基
準
と
し
、
採
取
し
た
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
が
、
一
文
に
お
け
る
構
造
上
の
ど
の
区
分
に
出
現
し
て
い
る
か
を
検
証
す
る
。
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三
―
二
　
語
彙
の
意
味
に
よ
る
分
析
採
取
し
た
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
示
し
て
い
る
か
を
語
彙
の
意
味
か
ら
分
析
す
る
。
意
味
上
の
分
類
に
は
、
国
立
国
語
研
究
所
の
『
分
類
語
彙
表⑸
』
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
『
分
類
語
彙
表
』
で
は
、
名
詞
（
体
の
類
）
に
つ
い
て
、
①
抽
象
的
関
係
、
②
人
間
活
動
の
主
体
、
③
人
間
活
動
―
精
神
お
よ
び
行
為
、
④
人
間
活
動
の
生
産
物
―
結
果
お
よ
び
用
具
、
⑤
自
然
―
自
然
物
お
よ
び
自
然
現
象
、
の
五
つ
に
大
き
く
分
類
す
る
。
動
詞
（
用
の
類
）
は
、
①
抽
象
的
関
係
、
③
人
間
活
動
―
精
神
お
よ
び
行
為
、
⑤
自
然
―
自
然
物
お
よ
び
自
然
現
象
、
の
三
つ
に
分
類
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
大
き
な
分
類
の
下
に
、
さ
ら
に
意
味
上
の
細
か
な
分
類
が
な
さ
れ
て
お
り
、
現
代
語
三
万
余
り
が
排
列
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
『
分
類
語
彙
表
』
の
枠
組
を
導
入
し
、
名
詞
五
分
類
・
動
詞
三
分
類
を
分
析
の
基
準
と
す
る
。
採
取
し
た
用
例
に
お
け
る
主
語
の
名
詞
・
客
語
の
名
詞
・
述
語
の
他
動
詞
（
受
動
表
現
で
は
、
主
語
の
名
詞
・
述
語
の
他
動
詞
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
語
彙
が
、
分
類
基
準
の
ど
れ
に
該
当
す
る
の
か
を
分
析
す
る
。
一
文
の
主
語
や
客
語
に
相
当
す
る
部
分
が
節
で
あ
る
場
合
は
、
別
に
扱
う
。
四　
分
析
の
結
果
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
（
受
動
表
現
を
含
む
）
に
つ
い
て
、
調
査
で
採
取
し
た
用
例
の
分
析
結
果
を
数
量
的
に
ま
と
め
る
。『
善
の
研
究
』
と
と
も
に
、
『
學
問
の
す
ゝ
め
』・『
百
一
新
論
』
の
結
果
も
示
す
。
四
―
一
　
文
の
構
造
に
よ
る
分
析
採
取
し
た
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
・
受
動
表
現
が
、
文
構
造
と
し
て
の
「
単
文
」・「
複
文
・
主
節
」・「
複
文
従
属
節
・
名
詞
節
」・「
複
文
従
属
節
・
連
体
節
」・「
複
文
従
属
節
・
連
用
節
」・「
複
文
従
属
節
・
並
列
節
」
の
区
分
に
お
い
て
、
ど
の
区
分
に
出
現
し
て
い
る
か
を
分
析
し
た
。『
學
問
の
す
ゝ
め
』
で
は
、
他
動
詞
表
現
の
全
用
例
数
三
五
の
う
ち
、「
複
・
主
節
一
」・「
複
・
名
詞
節
三
」・
「
複
・
連
体
節
五
」・「
複
・
連
用
節
二
五
」・「
複
・
並
列
節
一
」
で
、
単
文
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
受
動
表
現
は
一
例
の
み
で
、「
複
・
連
用
節
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
百
一
新
論
』
は
、
他
動
詞
表
現
の
全
用
例
数
一
五
の
う
ち
、「
単
一
」・「
複
・
名
詞
節
一
」・「
複
・
連
体
節
四
」・「
複
・
連
用
節
九
」
と
な
っ
て
い
る
。
受
動
表
現
は
、
本
調
査
の
範
囲
内
で
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
『
善
の
研
究
』
で
は
、
他
動
詞
表
現
は
四
三
例
あ
り
、
内
訳
は
「
単
一
」・「
複
・
主
節
一
三
」・「
複
・
名
詞
節
一
三
」・「
複
・
連
体
節
八
」・「
複
・
連
用
節
八
」
で
あ
る
。
受
動
表
現
は
一
三
例
で
、「
単
一
」・「
複
・
主
節
五
」・「
複
・
連
体
節
三
」・「
複
・
連
用
節
四
」
と
な
っ
て
い
る
。
他
動
詞
表
現
・
受
動
表
現
を
あ
わ
せ
る
と
、
五
六
例
を
数
え
る
。
四
―
二
　
語
彙
の
意
味
に
よ
る
分
析
採
取
し
た
用
例
に
お
け
る
主
語
の
名
詞
・
客
語
の
名
詞
・
述
語
の
他
動
詞
（
受
動
表
現
で
は
、
主
語
の
名
詞
・
述
語
の
他
動
詞
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
語
彙
が
、
『
分
類
語
彙
表
』
に
よ
る
意
味
分
類
の
ど
れ
に
該
当
す
る
の
か
を
分
析
し
た
。
以
下
に
ま
と
め
る
。
『
學
問
の
す
ゝ
め
』　　
　
　
他
動
詞
表
現
（
能
動
表
現
）	
受
動
表
現
	
主
語	
客
語	
他
動
詞	
主
語	
他
動
詞
①
抽
象
的
関
係	
〇	
四	
一
二	
〇	
〇
②
人
間
活
動
・
主
体	
一
二	
一
一	
―	
二	
―
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③
人
間
活
動
・
精
神
行
為	
三	
一
九	
二
三	
〇	
〇
④
人
間
活
動
・
生
産
物	
〇	
〇	
―	
〇	
―
⑤
自
然	
四	
三	
〇	
〇	
一
節	
〇	
〇	
―	
〇	
―
『
百
一
新
論
』　　
　
　
　
　
他
動
詞
表
現
（
能
動
表
現
）
	
主
語	
客
語	
他
動
詞
①
抽
象
的
関
係	
三	
三	
六
②
人
間
活
動
・
主
体	
四	
三	
―
③
人
間
活
動
・
精
神
行
為	
六	
六	
九
④
人
間
活
動
・
生
産
物	
〇	
一	
―
⑤
自
然	
〇	
〇	
〇
節	
一	
二	
―
『
善
の
研
究
』　　
　
　
　
　
他
動
詞
表
現
（
能
動
表
現
）　　
受
動
表
現
	
主
語	
客
語	
他
動
詞	
主
語	
他
動
詞
①
抽
象
的
関
係	
二
一	
二
七	
一
七	
六	
四
②
人
間
活
動
・
主
体	
一	
二	
―	
二	
―
③
人
間
活
動
・
精
神
行
為	
一
五	
一
三	
二
四	
四	
九
④
人
間
活
動
・
生
産
物	
〇	
〇	
―	
〇	
―
⑤
自
然	
〇	
〇	
二	
〇	
〇
節	
四	
一	
―	
二	
―
五　
考
察
四
の
分
析
結
果
を
み
る
と
、
全
体
と
し
て
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
・
受
動
表
現
と
も
に
、
明
治
初
期
の
『
學
問
の
す
ゝ
め
』・『
百
一
新
論
』
に
比
べ
、
明
治
末
期
の
『
善
の
研
究
』
に
お
い
て
、
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
、『
善
の
研
究
』
を
も
と
に
、
そ
の
実
態
を
具
体
的
な
用
例
か
ら
考
察
す
る
。
五
―
一
　
複
文
主
節
と
複
文
従
属
節
の
名
詞
節
ま
ず
、
文
の
構
造
か
ら
み
た
特
徴
を
述
べ
る
。
四
―
一
で
記
し
た
よ
う
に
、
『
善
の
研
究
』
で
は
、
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
は
、
複
文
主
節
と
複
文
従
属
節
の
名
詞
節
に
最
も
多
く
出
現
す
る
。
五
―
一
―
一
　
複
文
主
節
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
は
、『
學
問
の
す
ゝ
め
』・『
百
一
新
論
』
で
は
、
と
も
に
複
文
従
属
節
の
連
用
節
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
。
次
の
よ
う
な
用
例
で
あ
る
。
人
民
と
政
府
と
の
間
柄
は
も
と
同
一
體
に
て
其
職
分
を
區
別
し
、
政
府
は
人
民
の
名
代
と
な
り
て
法
を
施
し
、
人
民
は
必
ず
此
法
を
守
る
可
し
と
、
固
く
約
束
し
た
る
も
の
な
り
。	
（『
學
問
の
す
ゝ
め
』）
色
々
ノ
流
派
ガ
出
來
テ
各
其
門
戸
ヲ
張
ツ
テ
吾
ガ
本
尊
ガ
尊
イ
ト
出
掛
タ
モ
ノ
デ
ゴ
ザ
ル
カ
ラ
、
孟
子
モ
孔
子
ノ
樣
ニ
乙
名
敷
シ
テ
居
ル
譯
ニ
ハ
參
ラ
ズ
、	
（『
百
一
新
論
』）
『
善
の
研
究
』
に
お
い
て
は
、
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
は
、
複
文
主
節
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
世
界
は
こ
の
樣
な
も
の
、
人
生
は
こ
の
樣
な
も
の
と
い
ふ
哲
學
的
世
界
觀
及
び
人
生
觀
と
、
人
間
は
か
く
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
か
ゝ
る
處
に
安
心
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
道
德
宗
敎
の
實
踐
的
要
求
と
は
密
接
の
關
係
を
持
つ
て
居
る
。	
（『
善
の
研
究
』）
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…
…
意
識
現
象
を
知
情
意
と
分
つ
の
は
學
問
上
の
便
宜
に
由
る
の
で
、
實
地
に
於
て
は
三
種
の
現
象
あ
る
の
で
は
な
く
、
意
識
現
象
は
凡
て
此
の
方
面
を
具
備
し
て
居
る
の
で
あ
る
。	
（『
善
の
研
究
』）
こ
の
二
つ
の
用
例
で
は
、「
世
界
は
～
實
踐
的
要
求
と
は
」「
意
識
現
象
は
」
が
無
生
物
主
語
、「
關
係
を
」「
方
面
を
」
が
客
語
、「
持
つ
て
居
る
」「
具
備
し
て
居
る
」
が
他
動
詞
で
あ
る
。「
世
界
は
～
實
踐
的
要
求
と
は
」
は
主
語
部
分
に
節
が
あ
る
も
の
で
、
本
稿
で
は
調
査
の
対
象
と
な
る
。
二
例
と
も
、
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
は
複
文
主
節
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
有
属
文
・
合
文⑹
の
ど
ち
ら
で
も
、
主
節
を
形
成
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
三
―
一
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
主
節
は
、
そ
れ
だ
け
で
文
と
し
て
独
立
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
文
の
骨
格
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
文
の
骨
格
に
相
当
す
る
主
節
に
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
世
界
の
中
か
ら
動
作
主
体
と
し
て
無
生
物
を
取
り
出
し
、
そ
の
事
柄
自
体
を
対
象
化
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
発
想
が
生
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
五
―
一
―
二
　
複
文
従
属
節
の
名
詞
節
と
形
式
名
詞
「
こ
と
」
『
善
の
研
究
』
で
は
、
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
は
、
複
文
主
節
と
と
も
に
複
文
従
属
節
の
名
詞
節
を
多
く
形
成
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
用
例
で
あ
る
。
…
…
此
の
意
識
統
一
の
範
圍
な
る
者
が
、
純
粹
經
驗
の
立
場
よ
り
見
て
、
彼
我
の
間
に
絶
對
的
分
別
を
な
す
こ
と
は
で
き
ぬ
。	
（『
善
の
研
究
』）
こ
の
用
例
で
は
、
無
生
物
主
語
は
「
者
が
」（「
統
覚
」
の
こ
と
）、
客
語
は
「
絶
對
的
分
別
を
」、
他
動
詞
は
「
な
す
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
全
体
を
「
こ
と
」
と
い
う
形
式
名
詞
が
受
け
て
、
名
詞
相
当
表
現
を
持
つ
名
詞
節
が
形
成
さ
れ
、
一
文
の
主
語
に
な
っ
て
い
る
。
形
式
名
詞
「
こ
と
」
の
使
用
例
と
し
て
は
、
此
等
の
事
實
は
皆
人
心
の
根
柢
に
は
知
識
と
情
意
と
の
一
致
を
求
む
る
深
き
要
求
の
あ
る
事
を
證
明
す
る
の
で
あ
る
。	
（『
善
の
研
究
』）
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
客
語
が
「
知
識
と
情
意
と
の
～
事
を
」
で
あ
り
、
前
例
と
同
様
に
、
形
式
名
詞
「
こ
と
」
を
用
い
た
名
詞
節
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
例
え
ば
『
百
一
新
論
』
で
は
、
玆
ハ
ソ
レ
ト
ハ
差
フ
テ
專
ラ
人
ノ
人
タ
ル
道
ヲ
敎
フ
ル
ヲ
指
シ
テ
云
フ
ノ
デ
ゴ
ザ
ル	
（『
百
一
新
論
』）
と
い
う
用
例
が
あ
る
。
客
語
「
人
ノ
～
敎
フ
ル
ヲ
」
は
名
詞
節
で
あ
る
が
、
こ
の
名
詞
節
で
は
「
敎
フ
ル
」
と
い
う
他
動
詞
の
連
体
形
に
、
そ
の
ま
ま
格
助
詞
「
ヲ
」
が
接
続
し
、
形
式
名
詞
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
形
式
名
詞
と
は
、
名
詞
の
性
質
を
持
ち
な
が
ら
意
味
的
に
希
薄
で
、
概
念
や
事
物
を
指
し
示
す
働
き
よ
り
も
、
文
の
組
み
立
て
に
お
け
る
働
き
の
方
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
（
益
岡
・
田
窪
一
九
九
二
）。『
善
の
研
究
』
で
は
、
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
は
、
形
式
名
詞
「
こ
と
」
の
使
用
に
よ
っ
て
、
明
瞭
な
形
態
で
名
詞
相
当
に
ま
と
め
ら
れ
、
名
詞
節
を
形
成
し
て
い
る
。
名
詞
化
さ
れ
た
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
は
、
格
助
詞
や
係
助
詞
と
と
も
に
、
文
構
成
上
の
必
須
成
分
と
な
る
。
形
式
名
詞
「
こ
と
」
に
よ
っ
て
論
理
が
明
確
に
整
理
さ
れ
る
な
か
で
、
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
は
、
文
の
成
立
に
不
可
欠
な
要
素
と
し
て
取
り
込
ま
れ
、
情
報
量
の
多
い
複
雑
な
構
文
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
五
―
二
　
受
動
表
現
『
善
の
研
究
』
に
お
い
て
は
、
無
生
物
主
語
の
受
動
表
現
も
多
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
複
文
の
主
節
で
多
く
み
ら
れ
る
。
又
普
通
に
は
、
意
識
の
外
に
或
定
つ
た
性
質
を
具
へ
た
物
の
本
體
が
獨
立
に
存
在
し
、
意
識
現
象
は
之
に
基
づ
い
て
起
る
現
象
に
す
ぎ
な
い
と
考
へ
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ら
れ
て
居
る
。	
（『
善
の
研
究
』）
『
善
の
研
究
』
で
は
、
無
生
物
主
語
に
「
考
へ
ら
れ
て
居
る
」
と
い
う
受
動
表
現
が
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
用
例
を
能
動
表
現
に
し
て
み
る
と
、
「（
我
々
は
）
意
識
現
象
を
之
に
基
づ
い
て
起
る
現
象
に
す
ぎ
な
い
と
考
へ
て
居
る
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
動
作
の
主
体
で
あ
る
人
を
主
語
に
す
る
能
動
表
現
で
は
な
く
、
対
象
で
あ
る
無
生
物
を
主
語
と
す
る
受
動
表
現
の
形
成
は
、
事
柄
を
人
に
即
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
あ
え
て
無
生
物
の
方
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
立
場
か
ら
客
観
的
に
認
識
し
よ
う
と
す
る
見
方
の
提
示
で
あ
る
。
こ
う
し
た
無
生
物
を
主
語
と
す
る
受
動
表
現
に
つ
い
て
は
、「
元
来
は
被
害
表
現
で
あ
っ
た
日
本
語
の
受
動
表
現
形
式
が
、
能
動
表
現
の<
論
理
的
裏>
と
し
て
、
能
動
表
現
形
式
と
対
に
な
る
よ
う
な
関
係
に
把
握
さ
れ
は
じ
め
た
、
と
い
う
点
が
た
い
せ
つ
」（
古
田
他
一
九
六
五
）
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
動
作
主
体
で
あ
る
人
を
中
心
に
据
え
る
の
で
は
な
く
、
対
象
の
無
生
物
を
主
語
に
定
立
す
る
受
動
表
現
の
形
成
は
、
認
識
の
あ
り
方
の
反
転
を
も
た
ら
し
、
日
本
語
の
新
し
い
論
理
を
拓
く
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
五
―
三
　
抽
象
概
念
の
主
語
次
に
、
語
彙
の
意
味
か
ら
み
た
特
徴
を
述
べ
る
。
四
―
二
で
記
し
た
よ
う
に
、
無
生
物
と
し
て
一
括
し
て
い
た
主
語
の
内
容
を
詳
し
く
み
る
と
、『
學
問
の
す
ゝ
め
』
で
は
「
人
間
活
動
の
主
体
」、『
百
一
新
論
』
で
は
「
人
間
活
動
―
精
神
お
よ
び
行
為
」
に
分
類
さ
れ
る
名
詞
が
多
い
。
用
例
を
挙
げ
る
。
政
府
は
年
貢
運
上
を
取
て
正
し
く
其
使
拂
を
立
て
人
民
を
保
護
す
れ
ば
、
其
職
分
を
盡
し
た
り
と
云
ふ
可
し
。	
（『
學
問
の
す
ゝ
め
』）
…
…
此
禮
ガ
改
名
ヲ
致
シ
テ
法
ト
ナ
ツ
タ
デ
ゴ
ザ
ル
、	
（『
百
一
新
論
』）
『
善
の
研
究
』
に
お
い
て
は
、
主
語
の
無
生
物
の
多
く
が
、「
抽
象
的
関
係
」
に
属
す
る
名
詞
で
あ
る
。
そ
れ
で
我
々
に
最
も
直
接
な
る
意
識
現
象
は
い
か
に
簡
單
で
あ
つ
て
も
意
志
の
形
を
成
し
て
居
る
。	
（『
善
の
研
究
』）
本
稿
で
用
い
る
「
抽
象
的
関
係
」
と
は
、「
人
間
や
自
然
の
あ
り
方
の
わ
く
組
み⑺
」
に
関
す
る
意
味
分
類
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
抽
象
的
関
係
」
の
語
彙
と
い
わ
ゆ
る
抽
象
名
詞
と
は
そ
の
ま
ま
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、『
善
の
研
究
』
の
主
語
に
多
く
み
ら
れ
る
「
現
象
」
と
い
っ
た
語
彙
は
、「
抽
象
的
関
係
」
に
分
類
さ
れ
る
抽
象
名
詞
で
あ
る
。
抽
象
名
詞
に
つ
い
て
は
、「
客
観
的
に
見
え
る
も
の
、
感
じ
ら
れ
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
客
観
的
事
態
に
つ
い
て
、
精
神
の
生
産
す
る
概
念
を
名
詞
化
す
る
も
の
」（
大
野
一
九
六
七
）
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。『
善
の
研
究
』
に
お
い
て
、
主
語
と
し
て
表
現
さ
れ
る
内
容
が
、
人
間
活
動
の
主
体
や
人
間
活
動
と
し
て
の
精
神
・
行
為
か
ら
離
れ
、
事
象
の
存
在
や
枠
組
み
に
か
か
わ
る
抽
象
的
な
概
念
に
ま
で
拡
張
し
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
尾
上
（
二
〇
〇
四
）
に
よ
る
と
、
主
語
の
内
実
と
は
、「
事
態
認
識
の
中
核
項
目
」
で
あ
る
と
い
う
。
人
間
の
活
動
で
も
目
に
見
え
る
も
の
で
も
な
い
、
こ
う
し
た
抽
象
的
な
概
念
を
主
語
に
定
立
す
る
こ
と
は
、
抽
象
的
な
概
念
が
認
識
の
対
象
の
中
核
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
五
―
四
　
無
生
物
主
語
と
客
語
の
意
味
的
関
係
性
元
来
日
本
語
で
は
、
他
動
詞
文
に
無
生
物
の
主
語
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
角
田
（
一
九
九
一
）
は
、
シ
ル
バ
ー
ス
テ
ィ
ー
ン
の
名
詞
句
階
層
の
考
え
方
を
も
と
に
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
シ
ル
バ
ー
ス
テ
ィ
ー
ン
は
、
動
作
者
に
な
り
や
す
さ
の
度
合
、
動
作
の
対
象
に
な
り
や
す
さ
の
度
合
で
、
名
詞
句
を
次
の
よ
う
に
階
層
化
す
る
。
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代
名
詞
（
名
詞
よ
り
階
層
上
位
）
　
一
人
称
、
二
人
称
、
三
人
称
、
名
詞
　
親
族
名
詞
、
人
間
名
詞
、
動
物
名
詞
、
無
生
物
名
詞
、
　
固
有
名
詞
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
然
の
名
詞
、
抽
象
名
詞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
名
階
層
で
高
い
方
の
名
詞
句
は
動
作
者
に
な
り
や
す
く
、
低
い
方
は
動
作
の
対
象
に
な
り
や
す
い
と
す
る
。
そ
し
て
日
本
語
で
は
、
動
作
者
で
あ
れ
、
対
象
で
あ
れ
、
階
層
上
で
高
い
方
が
主
語
に
な
り
、
能
動
文
と
受
動
文
の
使
い
分
け
が
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
階
層
の
低
い
無
生
物
が
主
語
の
他
動
詞
文
は
不
自
然
と
見
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、『
善
の
研
究
』
で
は
、
次
の
よ
う
な
用
例
が
み
ら
れ
る
。
併
し
人
が
情
意
を
有
す
る
の
で
な
く
、
情
意
が
個
人
を
作
る
の
で
あ
る
、
	
（『
善
の
研
究
』）
「
情
意
が
」
が
主
語
で
無
生
物
名
詞
の
中
の
抽
象
名
詞
、「
個
人
を
」
が
客
語
で
人
間
名
詞
で
あ
る
。
階
層
の
低
い
抽
象
名
詞
が
主
語
に
な
り
、
階
層
の
高
い
人
間
名
詞
が
客
語
に
な
る
他
動
詞
文
で
あ
る
。
こ
の
用
例
の
前
半
部
分
「
人
が
情
意
を
有
す
る
…
」
と
い
う
の
が
日
本
語
の
従
来
の
考
え
方
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
発
想
の
逆
転
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
五
―
二
で
挙
げ
た
「
意
識
現
象
は
之
に
基
づ
い
て
起
る
現
象
に
す
ぎ
な
い
と
考
へ
ら
れ
て
居
る
」
の
よ
う
に
、
階
層
の
高
い
人
間
を
主
語
に
す
る
能
動
表
現
で
は
な
く
、
あ
え
て
階
層
の
低
い
抽
象
名
詞
を
主
語
と
す
る
受
動
表
現
も
選
択
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
日
本
語
元
来
の
主
語
選
択
の
仕
方
と
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
他
動
詞
の
主
語
に
、
人
間
で
は
な
く
無
生
物
を
定
立
す
る
表
現
は
、
そ
れ
ま
で
動
作
主
体
と
対
象
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
人
間
と
無
生
物
の
意
味
的
な
関
係
性
を
揺
さ
ぶ
り
、
発
想
の
転
換
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
五
―
五
　
借
用
動
詞
『
善
の
研
究
』
で
は
、
調
査
対
象
の
他
動
詞
に
、
借
用
動
詞
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
借
用
動
詞
と
は
、
一
―
二
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
漢
語
や
洋
語
の
名
詞
に
形
式
動
詞
「
す
る
」
を
付
け
た
形
態
の
動
詞
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
を
み
て
み
る
と
、
他
動
詞
表
現
中
の
借
用
動
詞
の
出
現
数
は
、『
學
問
の
す
ゝ
め
』
が
三
五
例
の
う
ち
三
例
、『
百
一
新
論
』
が
一
五
例
の
う
ち
二
例
だ
が
、『
善
の
研
究
』
で
は
、
四
三
例
の
う
ち
一
三
例
あ
る
。
例
え
ば
、
然
ら
ば
思
惟
は
何
故
に
か
ゝ
る
物
の
存
在
を
假
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
。
	
（『
善
の
研
究
』）
の
「
假
定
す
る
」
が
、
漢
語
「
假
定
」
に
「
す
る
」
を
付
け
た
借
用
動
詞
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
借
用
動
詞
を
つ
く
っ
て
い
る
漢
語
は
、
抽
象
名
詞
で
あ
る
。
五
―
三
に
記
し
た
よ
う
に
、『
善
の
研
究
』
で
は
、
主
語
に
抽
象
的
な
概
念
を
表
す
抽
象
名
詞
が
多
く
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
述
語
に
も
、
抽
象
名
詞
に
「
す
る
」
を
付
け
、
抽
象
名
詞
の
概
念
を
動
詞
化
し
た
借
用
動
詞
が
多
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
抽
象
名
詞
を
主
語
に
定
立
す
る
表
現
は
、
述
語
の
動
詞
に
も
、
そ
れ
に
対
応
す
る
抽
象
概
念
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
主
語
が
表
す
内
容
の
拡
張
と
と
も
に
、
動
詞
の
語
彙
も
拡
充
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。『
善
の
研
究
』
は
近
代
口
語
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
主
語
に
も
動
詞
に
も
漢
語
の
抽
象
名
詞
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
、
抽
象
的
な
概
念
を
概
念
と
し
て
思
考
す
る
表
現
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
わ
り
に　
―
文
末
形
式
「
で
あ
る
」
と
の
関
係
か
ら
―
本
稿
は
、
近
代
口
語
文
体
（
言
文
一
致
体
）
の
特
徴
と
い
わ
れ
る
無
生
物
主
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語
の
他
動
詞
表
現
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
と
い
う
実
態
を
、
西
田
幾
多
郎
『
善
の
研
究
』
の
用
例
調
査
を
も
と
に
、
具
体
的
に
検
証
し
た
も
の
で
あ
る
。『
善
の
研
究
』
に
お
い
て
、
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
は
、
複
文
主
節
や
形
式
名
詞
「
こ
と
」
を
用
い
た
複
文
従
属
節
の
名
詞
節
に
多
く
出
現
し
、
受
動
表
現
に
も
多
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
主
語
で
あ
る
無
生
物
の
内
容
と
し
て
は
、
人
間
活
動
か
ら
離
れ
た
事
象
の
存
在
や
枠
組
み
に
か
か
わ
る
抽
象
的
な
概
念
が
多
く
提
示
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
主
語
と
と
も
に
、
抽
象
名
詞
の
概
念
を
動
詞
化
す
る
借
用
動
詞
も
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
善
の
研
究
』
に
お
け
る
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
の
形
成
と
は
、
文
の
論
理
性
と
内
容
の
抽
象
性
が
、
あ
わ
せ
て
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
抽
象
的
な
概
念
を
論
理
的
に
表
現
す
る
文
の
生
成
で
あ
る
と
い
え
る
。
『
善
の
研
究
』
は
、
近
代
口
語
文
体
で
書
か
れ
た
最
初
の
哲
学
書
で
あ
る
。
そ
の
文
末
形
式
は
、
主
に
述
語
の
現
在
形
と
「
で
あ
る
」
に
な
っ
て
い
る
。
述
語
の
活
用
語
（
他
動
詞
な
ど
）
に
「
で
あ
る
」
が
付
く
場
合
、
活
用
語
の
連
体
形
に
助
詞
「
の
」
を
介
し
て
、「
の
で
あ
る
」
と
い
う
形
態
に
な
る
。「
の
で
あ
る
」
の
「
の
」
に
つ
い
て
、
林
（
一
九
六
四
）
は
、「
こ
の
ノ
は
、
い
っ
た
ん
判
断
さ
れ
た
内
容
を
、
…
客
体
化
、
概
念
化
の
は
た
ら
き
を
す
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
佐
治
（
一
九
九
一
）
も
、「
述
語
の
連
体
形
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
判
断
は
、
…
い
わ
ば
客
体
的
に
成
り
立
つ
判
断
」
で
あ
り
、「
の
」
は
、
そ
の
「
判
断
を
い
っ
た
ん
固
定
化
」
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、「
で
あ
る
」
は
、
そ
れ
を
も
う
一
度
、
書
き
手
が
断
定
的
に
判
断
す
る
こ
と
で
あ
る⑻
。
ま
た
、
文
末
形
式
「
で
あ
る
」
に
つ
い
て
は
、
話
し
言
葉
の
待
遇
法
が
提
供
す
る
具
体
的
な
場
か
ら
遠
い
、
抽
象
的
な
場
を
構
築
す
る
も
の
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
（
清
水
一
九
八
九
）。
話
し
言
葉
の
待
遇
法
は
、
話
し
手
が
聞
き
手
に
対
す
る
心
的
態
度
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
具
体
的
な
場
を
提
供
す
る
が
、
書
き
言
葉
の
「
で
あ
る
」
で
は
、
書
き
手
は
読
み
手
と
の
抽
象
的
な
場
に
お
い
て
、
事
態
に
対
す
る
心
的
態
度
を
表
明
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
の
で
あ
る
」
と
い
う
形
態
は
、
書
き
手
が
事
態
を
客
観
的
な
真
実
と
し
て
、
解
説
し
、
説
明
す
る
文
に
な
る
の
で
あ
る
。
口
語
と
は
、
伝
達
の
言
葉
で
あ
る
と
と
も
に
、
頭
の
な
か
で
考
え
を
め
ぐ
ら
す
と
き
に
使
う
内
面
の
言
葉
で
あ
る
。
近
代
口
語
文
体
は
、
考
え
る
言
葉
で
あ
る
口
語
を
基
盤
に
し
な
が
ら
、
文
章
語
「
で
あ
る
」
に
よ
っ
て
、
書
き
手
が
読
み
手
と
共
有
す
る
表
現
の
場
に
抽
象
性
を
構
築
し
た
文
体
と
い
え
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
書
き
手
は
事
態
そ
の
も
の
と
向
き
合
い
、
対
象
を
客
体
化
し
て
説
明
す
る
。『
學
問
の
す
ゝ
め
』
の
よ
う
な
口
語
か
ら
離
れ
た
漢
文
訓
読
調
の
文
語
文
体
で
は
な
く
、『
百
一
新
論
』
の
よ
う
に
待
遇
表
現
が
具
体
的
な
場
を
つ
く
っ
て
し
ま
う
口
語
文
体
で
も
な
く
、『
善
の
研
究
』
で
は
、
口
語
を
基
盤
に
し
な
が
ら
、「
で
あ
る
」
が
構
築
す
る
抽
象
的
な
表
現
の
場
に
お
い
て
、
対
象
を
客
体
化
し
て
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
『
善
の
研
究
』
で
は
、
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
抽
象
的
な
概
念
を
論
理
的
に
表
現
す
る
文
の
生
成
で
あ
る
。『
善
の
研
究
』
に
お
け
る
無
生
物
主
語
の
他
動
詞
表
現
の
形
成
は
、
近
代
口
語
文
体
の
文
末
形
式
「
で
あ
る
」
の
使
用
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
内
言
で
あ
る
口
語
が
用
い
ら
れ
、
抽
象
的
な
概
念
を
論
理
的
に
表
現
し
、
そ
の
対
象
を
客
観
的
に
説
明
す
る
と
い
う
、
思
考
の
文
体
が
創
造
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
注
⑴　
形
式
動
詞
は
、「
す
る
」
と
「
あ
る
」
で
代
表
さ
れ
る
。「
す
る
」
が
動
態
動
詞
で
、
自
動
詞
と
他
動
詞
が
あ
る
（
益
岡
隆
志
・
田
窪
行
則
（
一
九
九
二
）『
基
礎
日
本
語
文
法
―
改
訂
版
―
』
く
ろ
し
お
出
版
）。
本
稿
は
他
動
詞
が
調
査
の
対
象
な
の
で
、
― ―58
形
式
動
詞
「
す
る
」
の
付
い
た
借
用
動
詞
を
取
り
扱
う
。
⑵　
西
田
幾
多
郎
『
善
の
研
究
』
岩
波
書
店
（
一
九
二
一
）
に
よ
る
。
⑶　
福
澤
諭
吉
「
學
問
の
す
ゝ
め
」（『
福
澤
諭
吉
全
集
』
第
三
巻
・
慶
應
義
塾
編
纂
）
岩
波
書
店
（
一
九
五
九
）
に
よ
る
。
⑷　
西
周
「
百
一
新
論
」（『
西
周
全
集
』
第
一
巻
・
大
久
保
利
謙
編
）
宗
高
書
房
（
一
九
六
六
）
に
よ
る
。
⑸　
国
立
国
語
研
究
所
『
国
立
国
語
研
究
所
資
料
集
６
分
類
語
彙
表
』
秀
英
出
版
（
一
九
六
四
）。
⑹　
合
文
と
は
、
前
後
の
二
つ
の
句
（
節
）
が
合
同
し
て
一
つ
の
思
想
を
表
わ
す
文
で
あ
り
、
有
属
文
と
は
、
語
と
同
等
の
位
格
に
立
つ
付
属
句
を
有
す
る
文
で
あ
る
（「
複
文
」『
日
本
語
学
研
究
事
典
』）。
⑺　
⑸
に
同
じ
。
⑻　
文
末
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式
「
の
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あ
る
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は
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一
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「
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れ
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で
あ
る
。
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